










種 村 真 吉 著
「日 本 の 室 内」
日 本 イ ン テ リ ア デ ザ イ ン の 大 系
戦後,日 本 人 の生 活 は急 速 に洋 風 化 に斜 傾 しつ つ あ る。 日常生 活 の場 で あ る住 宅 の イ ン
テ リア空 間 も,そ の 短期 間の 生 活様 式 の 変 化 に対 応 しかね て,混 迷 ・模 索 の状況 が 現代 の
様相 で あ ろ う。 そ れは大 き い観 点 よ りす れ ば,住 宅 全般 の 政策 に か ・わ る 問題 で あ り,小
さ くは居 住 者個 々の 住 意識 ・生 活姿 勢 ・価値 感 等 の 問題 とい え る もの で あ る。
今 日,一 般 の住 宅 は住 居 面積 が狭 小 を余儀 な くされ てい るに係 わ らず,居 住者 は よ り快
適 な生 活 を望 む。 例 えば住 空 間 の分 化 ・プ ライバ シー の確 保 ・設 備 機 器や 生 活 用具 の充 実
・生 活 の 多様 化 へ の 対応 な ど,そ れ らの 要求 は必 然 的 に住 空 間を 合理 化 ・効 率化 ・シス テ
ム化 す る こ とに連 らな り,そ の 点科 学 的 な合 理 思 想 の発 達 した欧 米建 築 に学 ぶ処 は 多い 。
従 って 生 活 に合 理性 を導 入 す る こ とは,決 して 忌 むべ きこ とで な く,却 って そ の長 所 を
積 極 的 に摂 り入 れ消 化す べ きで あ る。 しか し,要 は その 〈摂 り入 れ 方〉 の 問題 で あ る。洋
風 生 活 様 式 の表 面 的 な 目新 ら しさや,一 時 的 な便 利 さ,ま た 日本 の伝 統 にな い異 質 の 美 く
しさ に捉 わ れ過 ぎて,安 易 な迎 合 や 無 批判 な受 け入 れ は,却 って 生活 を混 乱 に陥 し入 れ る
だ けで な く,日 本 の誇 り得 る住 文化 を無定 見 に崩壊 に導 くもの で あ る とい えよ う。
それ は 言 う迄 もな い こ と なが ら欧 米 の生 活 様 式 や イ ンテ リアは,日 本 と全 く異 つた環 境
・歴 史 ・民族 等 を条件 と して成 立 し発展 して きた もの で あ る。従 が って そ の取 捨 選 択 に あ
た って は,再 解 釈 の必 要 が あ ろ う。
一 方 ,こ れ らの 諸 問題 の処 理 解 決 を企 図 した 著書 や 提案 が多 く発 表 され て い る。 新 ら し
い計 画 論 ・技 術 論 ・工 法 等,ま た居住 者 の 興 味 や関 心 をそ ・るよ うな過度 の 商業 主 義 的 な
刊 行物 まで,そ の種 類 は 多 く一 種 の ブ ー ム的 現 象 を呈 して い るO
本 著 は 日本 イ ンテ リア の原 論 的 な内 容 を持 っ もの で,現 今 の混 迷 的 な諸状 況 に対 し,〈日
本 人 の 生 活 と 住 居 〉 の関 係 を 明確 にす る と其 己 見直 し再確 認 す る こ とに よ り,自 主 性
を喚起 して今 後 の方 向 を示 唆 しよ う とす る もの で あ る。 その 点一 種 の 提案 的 意 図 を持 つ も
の で あ る が,そ れ よ りも 日本 の イ ンテ リア成 立 の原 点 に立 ち戻 って その本 質 を究 明 し,他
地域 との様 相 を対照 考 察 す る こ とに よ り,よ り・明確 な 自主 性 の確 立 を 目指 そ うと して い る。
殊 に著 者 は 日本 の特 殊 な風 土 と 日本 人の 生 活 に,そ の論 述 の大 半 を費 や し,豊 富 な 資料
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を引 用 して 論証 して い る。 また 著者 が 冒頭 で 述 べ て い るよ うに,「 室 内 の 問題 は そ こ に住
む 人 間の探 究 ・把 握 な く しては 適 切 な解 決 は あ り得 な い」 と して い る よ うに,そ の 人 間研
究 につ いて の 考察 は,興 味 深 い もの が あ る。
次 に本 著 の構 成 の概 要 を紹 介 す る と,6章 よ りなっ て お り,1.総 論,2,風 土 的 必然
性 にっ い て,3.歴 史 的 必 然性 につ いて,4.日 本 人 の生 活,5.日 本 の室 内,6.日 本
の 室 内 の将 来へ の 展望 及 びそ の具 体 的 対 策,が 挙 げ られ て い る。 その 内前 述 の よ うに,2
(風土 的 必 然性)4(日 本 人 の 生 活)に っ い て は,そ れ ぞ れ有 機 的 な関 連性 を持 たせ なが
ら分 類 ・分析 し,特 に重 点 を置 い て い る よ うで あ る。
例 え ば2(風 土的 必 然性 につ い て)の 項 につ い て は,温 湿 度 ・風速 風 向 ・降 雨量 ・太陽
光 線 の 強 さ ・地 震 ・台 風 など。 同 室 内 の 関係 にっ い て は,場 所 ・四季 の変 化 ・遮 光 ・結 露
・防湿 防 水 ・地 震 と間 口等,何 れ も 日本 の風 土 の 特殊 な環 境 が もた らす生 活 へ の 影響,ま
た 長 い歴 史 の 中 で,必 然 性 に 対応 す るた め の生 活 技術 ・物 心 両 面の 合 理性 等 につ い て 解 明
して い る。
また,4(日 本 人 の 生活)の 項 にっ いて は,そ の特 徴 と して,無 執 着性 ・情 緒 性 ・開 放
性 ・潔 癖性 ・矮小 性 ・軽量 性 ・規格 性 ・簡素 性 ・融通 性 ・低 視線 性 等 を挙 げ,日 本 人の 特性
につ いて 綿 密 な考察 を進 めて い る。 そ の他,政 治 ・経 済 ・科 学 ・技術 ・習慣 など 関係 す る
と思 わ れ る諸 要 因 を あ げ,広 い視 野 よ り住 宅 と人 間 生活 の 関係 につ い て論 及 して い る。
次 いで そ れ らの 中 か ら,日 本 の 将 来 の住 宅 にっ い て,「 変 化 しない も の」 と 「変 化 す る
もの」 に区 分 し,更 に将 来 と も 「変 化 させ ね ば な ら ない もの 」 と 「変 化 させ て は な らな い
もの」 に論理 的 に整理 し纏 め て い る。
以 上 が 前 半部 で あ り,後 半 部(5・6)は 前 半部 の 論述 を骨 子 と して,現 在の 室 内 の 必
要 条 件 ・材 料 ・技 術 ・日本 人の 感覚 及 び造 形 的傾 向 な ど にふ れ,将 来の 展望 につ い て著 者
の所 見 を述 べ て い る。 そ して終 章 の 末尾 に 「これ らを具 体 的形 態 にす るの は,各 デザ イ ナ
ニ の仕 事 で あ る。 デザ イナ ー と して 心 す べ きこ とは,1)奇 を衒 は ない こ と。2)現 状 を
よ く見っ め い か に住 み よい 家 を造 るべ きか,そ れ には形 而 下 的 かつ 形面 上 的 機 能 に徹 す る
こ とで あ る。 とい うこ と は一 言で い うと,当 りま えの こ と を当 りま え にや る こ とで あ るが,
こ れは 極 め て難 か しい こ とで あ る」 と結 ん で い る。
以 上 その概 要 を紹 介 した が,飜 っ て現 代 の 一般 住 宅 並 び に イ ンテ リア を観 る と き,合 理
化 ・近 代 化 の趨 勢の も とに,工 業 化 ・シ ス テム 化 ・部 品 化 の傾 向 が 著 る しい 。 ま た そ れ ら
を複 合 化 ・装 置 化す る こ とに よ って,イ ンテ リ アの 良 質化 が考 え られ て い る。 そ して こ れ
ら部 品 の選 択 ・コー デ ネ イ トに よ って 個性 化 を は かろ うとす るの が現 代 の思 考 で あ る。 そ
れ らの 問題 点 につ い て は,基 本的 に は本 著 の前 半 部 の 論理 がそ の指 針 にな るで あ ろ うが,
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後 半部 に於 て 余 り論 及 され てい な い よ うで ある。
最後 に著 者 は 長年 造 船所 に於 て,船 舶 艤 装設 計 に従事 され,そ の 逐 の ベ テ ラ ンで あ る。
船舶 の艤 装 は 一般 住 宅 と異 り,特 殊 な条 件 とメ カニ ズ ムの 中 に あ って,そ のデ ザ イ ンは常
に科 学 的 合 理性 に徹 す る こ とが要 求 され,感 覚 上 の 安 易 な妥協 は許 され な い。 若 し許 され
る と して も,そ れ は機能 を疎 外せ な い範 中 に限 られ る。 その他 船 舶 とい う目的 の た め陸 上
建築 物 に見 られ な い 多 くの 条 件 が付 与 され る。 従 って そめ 計画 に あた っ て は,そ れ らの諸
条 件 を分 析 し総合 的 に組 み たて 明確 な判 断 が必 要 で あ る。 著者 の 職域 に於 け る長 年 の体 験
と,こ ・に見 られ る半 生 を通 じて の住 宅 へ の研 究 は,在 来 の 〈イ ンテ リア論 〉 に見 られ な
い ユ ニ ー ク なア プ ロー チ を示 し,そ の 展 開 と体 系 づ け は本 著 を よ り特色 あ る もの に してい
る。
著 書 は ま た先 に 「船 舶 の室 内」(S.39.金 原 出 版 社)が あ り,民 間 職業 人 と して は珍
ら し く篤 学 の 士で あ る。本 著 は そ の論 述 ・内容 等 共 鳴す る点 も 多 く,ま た労 作 で もあ り,
日本 図書 館 協 会 の選 定 図書 に指定 さ れて い るが,評 者 と して敬 意 を払 うと共 に一読 をす ・
め た い著 書 で あ る。(京 都工芸繊維大学 野 口 茂)
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